
　外国人労働者の労災による死傷者が 2024 年に 6 千人を超え急増しています。

高市政権は 「外国人政策の厳格化」 を進めると言いますが、 経団連は 12/15 「外国人の戦略

的誘致」 を提言。 これまで労働力不足を補いたい経済界のご都合に応じて在留資格を継ぎ接ぎ

で広げながら、 自民党は 「外国人労働者は移民ではない」 との建前を通してきました。

　先の参議院選挙では排外的な主張が外国人に向けられましたが、 市議会へのモスク問題の陳

情には、 「低賃金労働者の大量受入れによる日本人の雇用機会の逸失、 賃金抑制」 「建設業

者のほとんどが外国人労働者で、 地元経済への還元はほぼゼロ」 との文面もあり、 外国人と住

民との低賃金同士の対立が煽られているさまが象徴されています。

　日本で低賃金かつ不安定雇用の非正規労働者を増やしたことで少子化を加速させ、 労働力人

口補填には更なる低賃金の外国人を求めた経団連のニーズに自民党が建前だけ並べて応じてき

たツケに他ならないのです。

　つまり、 双方を搾取している共通の敵は誰か。 双方を対立させるように仕向け煽る行為が分断

です。 誰が分断を持ち込んでくるのか。

　

　労働力不足に悩む地方都市だけでなく、 藤沢市内でも 2024 年度例えば介護保険施設で就労

する外国人は 155 人に増加。 一般質問でも、 その受入に要する経費支援の現状や 「介護技術」

だけでない 「日本語教育」 など更なる育成支援を求めました。

　威勢よく 「厳格化」 だけ国が進めても、 経団連が後付けで体裁を取っても、 藤沢でのモスク問

題含め、 ともに働き生活する現場となっている地方のコミュニティが綺麗事だけでは済まされない

住民と外国人の多文化共生に向けた課題にあちこちで直面しているのです。

　藤沢においてのモスク問題はその試金石だと思います。 用意された答えはありませんが住民の

みなさんと一緒に考えていきましょう。

　10 月に発表された 2024 年度文科省による調査結果では増加一途の
いじめ問題。特に「心身に重大な被害が生じた」いじめ重大事態の発
生件数も1405件（前年度1306件 7.６％増 )と過去最多となっています。
　藤沢市においては、報道で明らかになったある中学で 2023 年 5月に
発覚して後に「重大事態」として対象となった事案の調査が今なお終
わらず、教育委員会の付属機関としての調査委員会の進め方や姿勢に
課題があることが見えてきました ( まだすべては報告できません )。
　そんな中で、いじめ通報からのスピード解決で注目される寝屋川市
でいじめへの対応に当たる市長部局監察課の取り組みを聞いてきまし
た。

　視察でご一緒した元高校教員の森井健太郎市議からも、「先生たちに
抵抗があったのではないか？」と率直な問いもあり、ここまで取り組
んできての評価を監察課と教育委員会それぞれから聞くと、結局のと
ころ、監察課が認知されてきて初期対応の多くがそちらにくることで
先生たちにとっての負担軽減になること。先生たちの対応にとっても
並走する別建ての調査により不信が緩和されクレームになりにくい効
果。というリアルを教育委員会の方からも聞くことができました。
市長の肝いりで監察課 9人もの体制に予算は少なくないのですが、い
じめ抑制と解決への効果は間違いないと納得の視察となりました。

中学いじめ重大事態その後
　　　  二刀流で
いじめへのアプローチ

　12月市議会の一般質問で、 2024年春から調査されている市内中学校でのいじめ
重大事態の結果が出ずに長期化する事態について質しました。
　11月に視察してきた大阪寝屋川市でのいじめ解決に向けたアプローチを参考に早
期解決を求めたことが記事なっています。
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分断を煽るのは誰か。（モスク問題裏面から続き）
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「藤沢・中学校いじめ　調査開始1年8カ月も結果出ず　『重大事態』 素早い対応を」 の記事

A クイズの答え：一遍上人

弘安5年 （1282） 鎌倉入りを目指した一遍上人を

武士が制止。 武士が鎌倉の外は布教が禁止さて

ていないことを告げると、一遍上人らは片瀬(かたせ)

（神奈川県藤沢市） へ向かい、 別時念仏会、 踊り

念仏を修されたのでした。

「信心の有無や心の浄らかさにとらわれず結縁を勧

める」 ことを信条に、 一遍上人は民衆の中に入り、

民衆とともに念仏信仰に生涯を尽くされました。 「賦

算 （お札配り）」 や 「踊り念仏」 をともなう念仏布教

は、 当時の民衆の心をつかみ、 またたく間に一遍

上人の説く念仏思想は日本全国に広がりました。


